
 
 

 
 自宅学習期間が続いています。仲間がそばにいないので、孤独な作業が続きます。何らかの支援がで

きればと、学校も模索しています。ベストな解決策は見つけられないかもしれませんが、知恵を絞って

いるところです。 

 今回は古典の学習について、担当の先生に書いてもらいました。是非一読してください。前期課程で

学んだ重要事項をすぐにチェックできます。 

 

◎高校国語 古典を学ぶにあたって～基礎編～ 

 

 先輩たちから以前、「後期課程の国語と前期課程の国語のつながりがわからない」との質問を投げか

けられたことがありました。 

                私の考え 

 前期課程の国語は古典作品の音読や鑑賞を通し、「古典に慣れ親しむこと」でしたが、後期課程では

古典作品の本文を「自分で解釈し、訳すこと」です。一見すると「つながりがない」と思われがちです

が、実は前期課程で学んだ口語文法の定着なくして、後期課程の文語文法の定着はあり得ません。 

  

１）中学国語 口語文法の定着   

 ●動詞の活用形、活用の種類についてわかる 

 ・「動詞の活用形」…「未然・連用・終止・連体・仮定・命令」が順番に言える 

 ・動詞の後ろにつくフレーズを覚えている。 

  例「歩く」という動詞を変化 

 

活用形 動詞につけるフレーズ 活用前 活用後 

未然形 

連用形 

終止形 

連体形 

仮定形 

命令形 

～ない、～う 

～ます 

。 

～とき  

～ば 

。（命令口調で） 

歩く 

歩く 

歩く 

歩く 

歩く 

歩く  

歩かない、歩こう 

歩きます 

歩く 

歩くとき 

歩けば 

歩け 

 

 ・動詞の活用の種類がわかる。 

 ・五段活用・上一段活用・下一段活用の識別がわかる。 

  ないをつけて、動詞の語尾が「あ」になる動詞は五段活用  

  ないをつけて、動詞の語尾が「い」になる動詞は上一段活用  

  ないをつけて、動詞の語尾が「え」になる動詞は下一段活用 

 ・カ行変格活用は「来る」、サ行変格活用は「する」。 

 

 ２）高校国語 文語文法 

 ●動詞の活用形、活用の種類についてわかる。 

【問題】 

Ｑ1 文語（古文）の五十音図にあって、口語（現代文）の五十音図にはない文字は（ ）と（ ）か？ 
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Ｑ２ ｱ行・カ行・サ行など、五十音図のタテの列を「行」というのに対し、 

「ア・カ・サ・タ・ナ・ハ・マ・ヤ・ラ・ワ」など、五十音図のヨコの列を何というのか？ 

 

Ｑ３ 「ゐ」と「ゑ」は、それぞれ（   ）行の（   ）段か？ 

 

Ｑ４ 単語を文法的性質によって、10 のタイプにわけたものを何というか？ 

 

Ｑ５ １０品詞が書けるか？ 

 

Ｑ６ １０品詞のうち、「体言」と「用言」は、それぞれどれか？ 

 

Ｑ７ 文語（古文）の６つの活用形は書けるか？ 

 

Ｑ８ 変格活用、上一段活用、下一段活用の動詞は数が少ないので、丸暗記せよ。その他の動詞の活用

の種類を見分ける方法は？ 

 

Ｑ９ 文語（古文）の形容詞の活用型は（   ）活用と（   ）活用。又、形容動詞の活用型は（   ）

活用と（    ）活用。 

 

Ｑ１０文語（古文）動詞について、次の（   ）をそれぞれ埋められるか？ 

   ①カ行変格活用は、（   ）の１語。 

   ②サ行変格活用は、（   ）と（   ）と「す」の複合語のみ。 

   ③ナ行変格活用は、（   ）と（    ）の２語のみ。 

   ④ラ行変格活用は、（   ）・（   ）・（   ）・（   ）の４語のみ。 

   ⑤上一段活用は、（   ）・（   ）・（   ）・（   ）・（   ）・（   ）

など１０数語のみ。 

   ⑥下一段活用は、（    ）の１語のみ。 

   ⑦ヤ行上二段活用は、（  ）・（   ）・（   ）の３語のみ。 

   ⑧ワ行上下二段活用は、（  ）・（   ）・（   ）の３語のみ。 

 

 4 年生では用言の復習の後、助動詞、敬語を学び（単語力もつけつつ）、基本的な古典作品を「自分

で解釈し、訳すこと（読むこと）」を大切にしていきたいと考えています。 

 

【解答】 

Ａ1 ゐとゑ  Ａ２ 段   Ａ３ 「ゐ」→ワ行のイ段  「ゑ」→ワ行のｴ段 

Ａ４ 品詞   

Ａ５ 動詞・形容詞・形容動詞・名詞・副詞・連体詞・接続詞・感動詞・助動詞・助詞 

Ａ６ 体言→名詞  用言→動詞・形容詞・形容動詞 

Ａ７ 未然形・連用形・終止形・連体形・已然形・命令形 

Ａ８ 打消の助動詞の「ず」（ナイ）をつけてみる。つまり、未然形の活用語尾を見る。 

Ａ９  (形容詞）ク活用とシク活用   （形容動詞）ナリ活用とタリ活用 

Ａ１０ 

 ①カ行変格活用は、（来）の１語。 

 ②サ行変格活用は、（す）と（おはす）と「す」の複合語のみ。 

 ③ナ行変格活用は、（死ぬ）と（往ぬ）の２語のみ。 

 ④ラ行変格活用は、（あり）・（居り）・（侍り）・（いまそかり）の４語 

 ⑤上一段活用は、（着る）・（干る）・（似る）・（見る）・（射る）・（居る）など１０数語のみ。 

 ⑥下一段活用は、（蹴る）の１語のみ。 

 ⑦ヤ行上二段活用は、（老ゆ）・（悔ゆ）・（報ゆ）の３語のみ。 

 ⑧ワ行下二段活用は、（植う）・（据う）・（植う）の３語のみ。 


